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１．アンケートの目的

様々な研修や「特別支援学級ハンドブック改訂版」
の活用を通して、特別支援学級担任の専門性向上が
図られたかどうか自己評価を実施する。



１）対象：特別支援学級新担任者（約180名）

２）実施時期：5月と11月

３）実施方法：

特別支援学級ハンドブック・改訂版（p94、95）

【特別支援学級担任教員に求められる専門チェック

シート】を用い、事前・事後に自己評価

（4段階）を実施する。

２．アンケートの実施方法



２.アンケートの実施方法

事前（第1回）

１）対象：特別支援学級新担任者

（約180名）

２）実施時期：5月

３）実施方法：

・研修内で実施方法を周知

・研修後、チェックシート全項

目にFormsで回答

・未回答者に個別にメール送付

４）結果

・回答人数 149名

事後（第2回）

１）対象：第１回と同様

２）実施時期：11月

３）実施方法：

・メールにて回答を依頼

・Formsで回答

・未回答者に個別にメール送付

４）結果

・回答人数 142名

※第1回、第2回ともに回答した
対象者数：120名



２.アンケートの
実施方法

※自己評価（４段階）

・できている

・だいたいできている

・少しできている

・できていない

専門性チェックシート
（全50項目）



○専門性の向上（自己評価）について

事前（１回目）と事後（２回目）で項目毎に比較
した結果、全ての項目において、１回目より２回目
の平均値が高い。（ｔ検定：有意差あり）

※ｔ検定…２つのグループの平均値を比較する方法

事前（1回目） ＜ 事後（2回目）

自己評価による専門性の向上について、
全体の傾向としては上昇傾向である。

３．【自己評価】
事前・事後アンケート結果



○事前・事後とも自己評価が高かった項目について

【実態把握】

児童生徒本人と、保護者の希望や教育的ニーズを把握する。

【人権教育・生徒指導】

児童生徒の想いや心情を大切にしながら、本人にできる

ことは積極的に取り組ませたり、不安感に配慮したりして、

児童生徒の状況に応じた関わり方をする。

４．【自己評価】
事前・事後アンケート結果

※評価方法：回答者の70％以上が、事前・事後とも「だいたいできている」
「できている」と評価している項目



児童生徒本人と、保護者の希望や教育
的ニーズを把握する

「できていない」
「少しできている」

「だいたいできている」

「できている」
7 25 51

21.9% 78.1% 100.0%

5.8% 20.8% 42.5%

2 86 69

2.3% 97.7% 100.0%

1.7% 71.7% 57.5%

9 111 120

7.5% 92.5% 100.0%

12月（2回目）

合計

6月
（1回目）

「できていない」
「少しできている」

「だいたいできている」

「できている」

合計



事前・事後とも自己評価が低かった項目
【学習活動】
特別支援学級の学習指導案の書き方が分かり、適切に作成
する。

【人権教育・生徒指導】
校内外へ学級通信を発行したり、交流及び共同学習において
発信したりして、障がい理解とともに特別支援教育について
正しい理解を促すための啓発を行う。

【進路】
就労について情報を集めたり、将来の就労のために今取り
組むべきことを考えたりして、教育活動を実践する。

３．【自己評価】
事前・事後アンケート結果

※評価方法：回答者の50％以上が、事前・事後とも「できていない」
「少しできている」と評価している項目



特別支援学級の学習指導案の書き方が
分かり、適切に作成する

「できていない」
「少しできている」

「だいたいできている」

「できている」
63 33 96

65.6% 34.4% 100.0%

52.5% 27.5% 80.0%

7 17 24

29.2% 70.8% 100.0%

5.8% 14.2% 20.0%

70 50 120

58.3% 41.7% 100.0%

合計

6月
（1回目）

「できていない」
「少しできている」

「だいたいできている」

「できている」

合計

12月（2回目）



事前・事後で評価が著しく上がった項目

【実態把握】

児童生徒の実態や教育的ニーズを踏まえて、学校における

合理的配慮の提供について児童生徒本人や保護者と合意形成

を図って計画する。

３．【自己評価】
事前・事後アンケート結果

※評価方法：回答者の80％以上が、事前「できていない」「少しできている」のうち、
事後「だいたいできている」「できている」に変化している項目

※回答者の70％以上が変化している項目 １６／５０項目



児童生徒の実態や教育的ニーズを踏まえて、学校に
おける合理的配慮の提供について児童生徒本人や保
護者と合意形成を図って計画する

「できていない」
「少しできている」

「だいたいできている」

「できている」
10 41 51

19.6% 80.4% 100.0%

8.3% 34.2% 42.5%

4 65 69

5.8% 94.2% 100.0%

3.3% 54.2% 57.5%

14 106 120

11.7% 88.3% 100.0%

合計

12月（2回目）

合計

6月
（1回目）

「できていない」
「少しできている」

「だいたいできている」

「できている」


